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を青山杉作がそれぞれ演じ、その後も 2 度、公演している。 
この戯曲はまた映画化されている。直接演劇で見ることのできなかった地方の人びとは
映画によってこの作品に触れることになっただろう。邦題を「思い出」（1923 年、ウーファ







ンスト・ルビッチ監督で映画化(The Student Prince in Old Heidelberg)されたばかりか、1954
年にはアメリカでリチャード・ソープ監督でも映画化されている。またオペレッタに改作





















収容所内の新聞『ディ・バラッケ』の第 3 巻第 4 号（通巻 57 号）1918 年 10 月 27 日号9 に
はこの上演についての報告が出ている。「ヴィルヘルム・マイヤ＝フェルスターの『アルト・
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  いざ来たりませ松山に 
   されど去ります日もあらば 
    忘れ給うな若き日の 
     持田の町のまなびやの 
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彼は、ヴェストファーレン州ビーレフェルト生まれで、1939 年から 1941 年まで、ＤＡＡ
Ｄ（ドイツ学術交流会）派遣で、旧制高知高等学校ドイツ語教師を務めた後、1941 年から
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